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図2　運動をともにする家族や仲間がいるかについて
②事前のみの設問の結果
①教室に干し込んだ理由（複数回筈）
　教室に参加した理由について質問した（表2）。「健康づくりのため」が最も多い140名（9L5％）
で、次いで「近所だから」が64名（41。8％）、「気分転換になりそう」が51名（333％）であった。
　　　　　　　　　　　　表2　教室に白し込んだ理由（複：数：回答）
項　目 人数 ％
健康づくりのため 鱗⑪ 91．5
楽しそう 3魯 24お
気鈴転換になりそう 51 33．3
新しい友達が増える 25 幡3
近断だから ㊨4 41．8
その他 4 2お
②これまで市などの健康づくり教室に参加したことがあるかについて
　これまで市などの健康づくり教室に参加したことがあるかについて質問した（表3）。「ある」
が66名（43．1％）で、「ない」が87名（56。9％）であった。
　　　　　表3　これまで市などの健康づくり教窒に参加したことがあるかについて
項　目 人数 ％
ある ㊨㊨ 43．1
ない 87 5α⑭
（3）事後のみの質問事項の結果
①教室に参加して変化のあったことや．今後も続けて行こうと思うことがあるかについて
　教室に参加して身体や気持ち（心）において変化のあったことや、学んだことの中で、今後も
続けて行こうと考えていることがあるかについて質問した（表4）。「ある」が141名（92。2％）
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で、「ない」が12名（7。8％）であった。
　　　　表4教窒に参加して変化のあったことや．今後も続けて行こうと肴えてい
　　　　　　　ることがあるかについて
項：翻 人数 ％
ある 141 9黛。2
ない 12 7£
4．考察
　体調について質問した10項目のうち9項目において、良い効果を及ぼす傾向が見られた。ま
た、9罰以上の参加者が．身体や気持ち（心）において変化のあったことや、学んだことの中で、
今後も何か続けていこうと思うことが「ある」と回答したことから、公園を活用した健康づくり
事業は、心身に良い効果を与え、運動の継続に貢献するのではないかと考えられる。そして、参
加した理由が「健康づくりのため」に次いで、「近所だから」であったことと、運動をともにす
る家族や仲間が有意に増えたことから、公園を活用した健康づくり事業は、目的とした「市民の
身近なところで仲間とともに健康づくりを行う場をつくる」ことに貢献するのではないかと考え
られる。
　さらに、参加者の半数以上が、市などの健康づくり教室には初めての参加であったことから、
公園を活用した健康づくり事業は、これまで健康づくり教室に参加しなかった市民を獲得する機
会となったと考えられる。これは、ボランティアがロコミなどを通じて、参加者の募集に協力し
たことが大きいと考えられる。Dicther（1966）は、ロコミの動機について．「熱中」、「自己満足」．
「他人への行為」、「メッセージの誘引」があると論じ、千葉ら（2011）らは、ロコミの動機につ
いて．興味関心を持ち．自ら体験することで熱中や自己満足という感情が沸き、それが伝達につ
ながるのではないかと述べている。四日市市では、ボランティアの養成において「楽しい雰囲気
作り」と「受講者と講師・スタッフとの信頼関係」という2点に重点をおいて取り組んできた。
「楽しい雰囲気作り」では、受講者同士が自然に話し合えるような環境づくりや、体験型のプロ
グラムを組み込み、楽しみながら学べるようにした。「受講者と講師・スタッフとの信頼関係」
では、講師とスタッフ問で情報交換を密に行いながら、受講者にポジティブな声かけを行い、受
講意欲の継続を図った。さらに、実際のボランティア活動においては、健康づくりや運動の重要
性等だけでなく、養成講座の前に参加した健康づくり教室で得た自分の体験や変化を、市民に広
めていくことが、6同門の健康度アップ’と‘‘自分の健康づくりの継続’において重要なポイン
トになると伝えてきた。こういつた養成段階からの四日市市独自の取り組みが、ロコミを通じた
参加者の募集につながり、新たな市民を獲得する結果になったのではないかと考えられる。
　一方、松田（2010）は、住民が街に出ることを楽しめる「まちづくり」が健康づくり、介護予
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防に必要な社会インフラであると述べ、その1つとして、公園の再活用を提案している。そして、
公園の再活用の課題としては、住民が参加しやすいプログラムの開発をあげている。今回の調査
から、公園を活用した健康づくり事業は、ボランティアの協力を得ることで、住民が参加しやす
いプログラムになり．公園を再活用する健康づくり政策の1つになるのではないかと考えられる。
また、市の担当者へのインタビューから、今回の6か所の公園を活用した健康づくり事業では、
のべ184名のボランティアが、参加者の募集や受付、プログラムの実施等、教室の運営に関わる
機会となった。これらのことから、この事業は、「ボランティアが学んだことを地域に普及する
ための活動の場になる」のではないかと考えられる。さらに、この事業は、施設を借りる費用や
指導者の確保といった自主運営で健康づくりを行う上での弊害を、身近な公園で行うことや、ボ
ランティアがプログラムを行うことで克服することができるのではないかと考えられる。
　以上のことから、公園を活用した健康づくり事業は、市民の身近なところで仲間とともに健康
づくりを行う新たな場となると同時に、ボランティアの養成・活用の場となり、今後の自治体の
健康づくり施策の1つになるのではないかと示唆された。
5．今後の課題
　今回調査した6か所での公園を活用した健康づくり事業は、現在もボランティアの自主運営に
よって継続されている。今後も公園を活用した健康づくり事業を、安全かつ継続的に実施したり、
他の地域でも展開するためには．ボランティアへの調査を行い、課題を整理することも必要であ
ると考えられる。また、他の健康づくり事業との比較を行ったり、男女別や年代別などでより詳
細な分析を行うためのデータを蓄積するために、今後も継続して調査を行っていく必要があると
考えられる。さらに、今回は参加者40名とボランティアが運動できる規模の公園での開催であっ
たが、今後、公園を活用した健康づくり事業を発展させていくためには、どのような要素を持っ
た公園であれば開催が可能であるのかなどを検証していく必要がある。
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